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おおい町

名田庄挙野



　第6回臨時会（7月26日）では、庁舎空調設備更新工事1件を原案どおり可決しま
した。
　9月定例会（9月7日から27日）では、平成22年度決算認定、補正予算、工事契約
の締結、動産取得といった決算認定1件、議案15件の審議を行い、全会一致で可決
しました。また陳情3件を審査し、2件を採択1件を不採択としました。

　 回
臨時会

　 月
定例会

 　

第
７
回
９
月
定
例
会
で
は
、
報
告
第
12

号
と
し
て
、
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

お
お
い
町
健
全
化
判
断
基
準
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
と
も
に
値
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
た

め
数
値
な
し
、
実
質
公
債
費
比
率
は
７
・

４
％
、
将
来
負
担
比
率
も
マ
イ
ナ
ス
の
た

め
数
値
な
し
と
い
う
結
果
と
な
り
、
す
べ

て
の
数
値
に
お
い
て
早
期
健
全
化
基
準
を

大
き
く
下
回
り
良
好
な
状
態
に
あ
る
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
報
告
第
13
号
と
し
て
、
平
成
22

年
度
決
算
に
基
づ
く
お
お
い
町
資
金
不
足

比
率
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
３
つ

の
特
別
会
計
の
資
金
不
足
状
況
を
審
査
す

る
も
の
で
、
値
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
で
経

営
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
り
、
問
題

は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
現
在
の
財
政
状
況
に
慢
心
す

る
こ
と
な
く
、
町
の
財
政
状
況
を
真
摯
な

目
で
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
と
８
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
認
定
は
予
算
決

算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
審
議
結
果
が
委
員
長
か
ら
報

告
さ
れ
賛
成
多
数
（
12
対
１
）
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

不
安
定
な
経
済
情
勢
に
あ
っ
て
地
方
自

治
体
経
営
を
安
定
化
す
る
た
め
に
は
、
自

主
財
源
の
強
化
と
経
費
の
節
減
が
避
け
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

各
課
局
別
決
算
報
告
書
で
は
、
改
善
点

の
把
握
と
自
己
評
価
・
課
題
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
、
次
年
度
以
降
の

予
算
編
成
と
そ
の
執
行
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
政
策
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
か
ら
予
算

要
求
、
査
定
の
各
段
階
の
経
緯
も
、
順
次
、

情
報
提
供
さ
れ
、
透
明
性
の
高
い
町
政
運

営
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

問 　

収
入
未
済
額
の
う
ち
、
不
能
欠
損
処

理
さ
れ
た
も
の
の
具
体
的
理
由
は
。

答 　

本
人
死
亡
や
居
所
不
明
、
接
触
不
能

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
法
に
基
づ
き
時

効
処
分
な
ど
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

問 　

福
井
県
滞
納
整
理
機
構
へ
は
平
成
21

年
度
参
加
し
、
22
年
度
は
参
加
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
な
参
加
計
画
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

答 　

平
成
23
年
度
か
ら
の
３
年
間
は
、
嶺

南
全
市
町
が
参
加
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
参
加
は
、
再
度
幹
事
会
で

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問 　

総
合
運
動
公
園
運
営
事
業
は
、
昨
年

度
に
続
き
多
額
の
不
用
額
を
出
し
て
い

ま
す
が
、
改
善
す
べ
き
で
は
。

答 　

３
月
補
正
時
に
減
額
補
正
を
し
て
い

ま
す
が
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間

経
費
の
試
算
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
検
討
を
重
ね
ま
す
。

問 　

名
田
庄
地
域
の
一
部
で
鉛
管
取
替
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
に
対
象

に
な
る
地
区
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

他
に
該
当
地
区
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 　

介
護
保
険
給
付
基
金
の
原
資
に
は
、

介
護
保
険
料
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
保
険
料
増
額
な
ど
の
激
変
緩

和
措
置
な
ど
に
積
極
的
に
活
用
す
べ
き

で
は
。

答 　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
な

ど
を
受
け
て
出
さ
れ
る
県
の
方
針
に

従
っ
て
運
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
４
指
数
は
良
好
な
状
態
を
維
持

平
成
22
年
度
決
算
を
審
議
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■特別会計
（単位：円）

区　　分
歳　　　　入 歳　　　　出 歳入歳出

差 引 額総　　額 他会計繰入金 純 計 額 総　　額 他会計繰出金 純 計 額
後 期 高 齢 者 医 療 87,821,592 27,042,992 60,778,600 87,440,392 0 87,440,392 △ 26,661,792
国 民 健 康 保 険 798,555,617 86,427,769 712,127,848 798,555,617 11,855,811 786,699,806 △ 74,571,958
国民健康保険診療 107,296,236 11,855,811 95,440,425 103,263,243 103,263,243 △ 7,822,818
介 護 保 険 726,549,905 133,496,731 593,053,174 721,839,494 721,839,494 △ 128,786,320
介 護 サ ー ビ ス 11,247,695 9,308,615 1,939,080 11,247,695 11,247,695 △ 9,308,615
簡 易 水 道 701,131,558 568,946,608 132,184,950 701,131,558 701,131,558 △ 568,946,608
農 業 集 落 排 水 442,540,667 339,769,485 102,771,182 442,540,667 442,540,667 △ 339,769,485
特定環境保全公共下水道 123,771,792 105,892,511 17,879,281 123,771,792 123,771,792 △ 105,892,511
合 計 2,998,915,062 1,282,740,522 1,716,174,540 2,989,790,458 11,855,811 2,977,934,647 △ 1,261,760,107

（単位：％）

項　　　目 本町の比率
（ 前 年 値 ）

早期健全化
基 準

財 政 再 生
基 準

実 質 赤 字 比 率 －（－） 14.86 20.0

連結実質赤字比率 －（－） 19.86 40.0

実質公債費比率 7.4（8.2） 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 －（－） 350.0 －

（単位：％）

項　　　目 資金不足比率
（前年値）

経営健全化
基 準

簡 易 水 道 事 業 －（－） 20.0

農業集落排水事業 －（－） 20.0

特 定 環 境 保 全
公共下水道事業 －（－） 20.0

おぼえておきたい
この「数字」

　　　　　平成22年度末　地方債（借金）残高 72億  495万8千円
　　　　　　　　　　　　   21基金（貯金）残高 142億7177万7千円

健全化判断比率 資金不足比率

地方交付税の減少により経常収支比率が86％となるも健全

【歳出】112億8590万6千円 【歳入】122億2066万2千円

歳  入歳  出

町税
34.1%

国庫支出金
20.9%

繰入金
14.3%

県支出金
11.2%

地方交付税
8.0%教育費

22.2%

総務費
17.0%

農林水産業費
14.5%

民生費
13.7%

土木費
11.0%

衛生費
10.7%

公債費
（借入金の返済）
　　4.6%

■一般会計

その他 6.3% 繰越金
4.2%

その他
7.3%

※経常収支比率は、歳出に占める固定的経費の比率で、率が低いほど自由度の高い町政
運営が可能となります。

これが一時的な現象なのか注視していきます

平成22年度決算
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９
月
補
正
予
算
の
う
ち
、
歳
入
の
地
方

交
付
税
増
額
分
６
億
３
２
２
５
万
１
千
円

は
、
算
定
方
法
の
変
更
に
伴
い
減
収
と

な
っ
て
い
た
旧
名
田
庄
村
分
が
、
意
見
書

の
提
出
に
よ
り
復
活
し
た
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計

４
億
３
９
３
４
万
円

【
主
な
歳
出
】

総
務
費

●
低
炭
素
化
街
づ
く
り
推
進
事
業

４
５
２
４
万
円

　

・
総
合
運
動
公
園
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
26
基

　

・
電
気
自
動
車
充
電
設
備
工
事
３
ヵ
所

き
の
こ
の
森
（
鹿
野
）

情
報
交
差
点
ぽ
ー
た
る
（
本
郷
）

道
の
駅「
名
田
庄
」（
名
田
庄
納
田
終
）

　

・
電
気
自
動
車
１
台
購
入

●
環
境
保
全
活
動
事
業

４
６
０
万
円

　

環
境
保
全
監
視
員
が
巡
視
し
た
結
果
に

よ
り
、
町
内
23
カ
所
の
不
法
投
棄
物
の
処

分
を
行
う
も
の

民
生
費

●
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

９
８
１
万
８
千
円

　

要
援
護
者
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築

農
林
水
産
業
費

●
水
田
農
業
活
性
化
事
業

１
８
６
０
万
４
千
円

　

３
つ
の
認
定
農
業
者
な
ど
が
ソ
バ
刈
コ

ン
バ
イ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
対
し
て
購

入
補
助
を
行
う
も
の

　
　

松
井
農
園
・
国
久
博
一
・
名
田
の
庄

●
消
費
者
に
選
ば
れ
る
福
井
米
づ
く
り
事
業

１
億
１
８
６
７
万
８
千
円

　

県
の
補
助
金
を
受
け
て
行
わ
れ
る
大
飯

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
・
改

修
（
循
環
乾
燥
器
の
導
入
と
荷
受
ラ
イ
ン

の
改
修
）
に
対
し
て
助
成
を
行
う
も
の

商
工
費

●
ふ
る
さ
と
消
費
元
気
フ
ェ
ア
開
催
事
業

４
０
５
万
円

　

お
お
い
町
ふ
る
さ
と
商
品
券
の
発
行
と

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
フ
ェ
ア
４
の
開
催

災
害
復
旧
費

●
現
年
発
生
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

２
６
２
０
万
円

　

・
農
地
法
面
等
復
旧　

12
カ
所

　

・
農
地
流
入
土
砂
除
去　

５
カ
所

　

・
農
業
用
施
設
土
砂
除
去
等　

９
カ
所

　

・
農
業
用
施
設
復
旧　

１
カ
所

総
務
常
任
委
員
会
議
案
審
査
結
果

【
審
査
さ
れ
た
主
な
議
案
】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係
機
器
の
購
入

　

庁
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
構
築
の
た
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
機
器
を
購
入
す
る

も
の
で
、
入
札
の
結
果
、
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
が
３
４
８
６
万
円
で
落
札
し

て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

● 

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

（
全
会
一
致
・
採
択
）

● 

ポ
リ
オ
不
活
性
化
ワ
ク
チ
ン
の
早
急
な

導
入
等
に
つ
い
て
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情

（
賛
成
少
数
・
不
採
択
）

 　

現
在
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
国
の
承

認
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
事
故
発
生
時
の
補
償
が
な

い
こ
と
や
、
さ
ら
に
は
、
来
年
度
に
は
国

産
ワ
ク
チ
ン
の
承
認
が
出
て
使
用
開
始
さ

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
不
採
択
と
し
ま
し

た
。産

業
建
設
常
任
委
員
会
議
案
審
査
結
果

【
審
査
さ
れ
た
主
な
議
案
】

●
え
こ
あ
い
ら
ん
ど
整
地
用
車
両
の
購
入

　

え
こ
あ
い
ら
ん
ど
整
地
用
と
し
て
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
を
購
入
す
る

も
の
で
、
入
札
の
結
果
、
コ
マ
ツ
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
が
１
６
５
９
万
円
で
落
札
し

て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

●
大
飯
地
域
ご
み
収
集
運
搬
車
の
購
入

　

大
飯
地
域
ご
み
収
集
運
搬
車（
塵
芥

車
、ダ
ン
プ
車
）を
購
入
す
る
も
の
で
、入

札
の
結
果
、有
限
会
社
オ
ー
イ
自
動
車
が

１
９
２
７
万
８
千
円
で
落
札
し
て
い
ま
す
。

（
全
会
一
致
・
可
決
）

●
名
田
庄
地
域
ご
み
収
集
運
搬
車
の
購
入

　

名
田
庄
地
域
ご
み
収
集
運
搬
車
（
塵
芥

車
）
を
購
入
す
る
も
の
で
、
入
札
の
結
果
、

久
坂
モ
ー
タ
ー
ス
が
１
０
３
１
万
１
千
円

で
落
札
し
て
い
ま
す
。（

全
会
一
致
・
可
決
）

旧
名
田
庄
村
分
の
普
通
交
付
税
が
復
活

意
見
書
が
認
め
ら
れ
６
億
３
２
２
５
万
円
の
増
収
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問
現
在
計
画
中
の
賑
わ
い
創
出
施

設
の
事
業
概
要
は
。

答
（
町
長
）
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
の
来

訪
者
へ
の
飲
食
・
休
憩
所
の
提
供
、

情
報
発
信
の
場
、住
民
が
生
産
者
と
な
っ

て
取
り
組
む
地
元
特
産
品
の
販
売
な
ど
を

基
本
に
、総
事
業
費
６
億
円
程
度
で
、平
成

24
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
道
の
駅
の
よ
う
な
施
設
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）
鉄
骨
平

屋
建
、
延
床
面
積
約
１
２
０
０

㎡
で
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
や
地
元
生

産
者
に
よ
る
農
林
水
産
物
の
直
売
所
、
観

光
案
内
所
な
ど
を
設
け
る
計
画
と
し
て
い

ま
す
。

■
賑に
ぎ

わ
い
創
出
施
設
の
計
画
は
進
ん
で
い
ま
す
か

町
長 
多
く
の
方
が
参
加
し
や
す
い
計
画
を
協
議
し
て
い
ま
す

■
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
体
制
を
強
化
す
べ
き
で
な
い
か

町
長 

専
任
職
員
を
配
置
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
ま
す

問
年
間
利
用
者
数
、
年
間
売
上
げ
、

収
益
の
試
算
は
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）年
間
利
用

者
は
、交
通
量
調
査
の
結
果
か
ら
算

定
し
て
、年
間
38
万
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

初
年
度
は
約
１
億
８
千
万
円
程
度
の
売

り
上
げ
を
見
込
み
、
経
費
も
同
程
度
か
か

る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

問
地
元
特
産
品
の
う
ち
、
特
に
農

産
物
の
生
産
者
の
多
く
が
こ
の

事
業
に
参
加
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
。

答
（
町
長
）
町
民
の
皆
様
が
こ
の
事

業
に
参
画
し
て
い
た
だ
け
る
か

ど
う
か
が
成
功
の
鍵
と
な
り
ま
す
。今
後
、

多
く
の
方
に
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
完
成
す
る
ま
で
の
間
、「
ふ
る
さ

と
市
場
」を
続
け
る
予
定
で
す
か
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課
長
）商
工
会

主
催
で
、こ
ど
も
家
族
館
横
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
で
月
一
、二
回
程
度
の

農
林
水
産
物
販
売
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問
進
ま
な
い
企
業
誘
致
の
現
状
認

識
は
。

答
（
町
長
）
社
会
情
勢
は
厳
し
い
で

す
が
、
優
遇
制
度
を
周
知
し
さ

ら
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問
担
当
職
員
を
１
名
配
置
す
る
だ

け
で
は
、
地
域
間
競
争
に
遅
れ

を
と
り
ま
す
。

　

政
策
の
根
幹
で
あ
る
企
業
誘
致
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
強
化
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）
近
隣
町
村
と
比
較
し
て

も
体
制
は
劣
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上
の
人
員
増
員
は
困
難
で
す
。

■
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の

運
用
に
住
民
意
見
の
反
映
を

教
育
長 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

や
利
用
団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

問
施
設
の
有
効
活
用
に
視
点
を
置

い
た
助
成
制
度
を
創
設
す
べ
き

で
は
。

答
（
教
育
長
）
減
免
制
度
な
ど
を
設

け
て
い
ま
す
が
、
他
の
助
成
制

度
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
「
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
文
化
力
を
活

用
す
る
」
と
い
う
視
点
で
、
文

化
行
政
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
は
。

答
（
教
育
長
）
生
涯
学
習
推
進
計
画

の
中
で
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

問
文
化
行
政
と
生
涯
学
習
推
進
は

基
本
的
に
違
う
問
題
で
別
立
て

で
考
え
る
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）
町
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

を
一
緒
に
取
り
入
れ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

森内　正美

今川　直樹

竣工式が行われた里山
文化交流センター

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

9
月
定
例
会
で
は
、9
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。
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問
「
災
害
時
要
援
護
者
対
策
」
の
進

捗
状
況
は
。

答
（
町
長
）「
支
援
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、具
体

的
な
支
援
体
制
構
築
の
た
め
の「
避
難
支

援
プ
ラ
ン
」と「
災
害
時
要
援
護
者
マ
ニ
ュ

ア
ル
」の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
の
協
力
を
得
て
、
要

援
護
者
リ
ス
ト
の
更
新
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
「
要
援
護
者
台
帳
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入

を
進
め
ま
す
。

　

加
え
て
、本
年
度
の
水
防
訓
練
の
中
で

避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、結
果
と
し

て
支
援
者
の
確
保
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
は
、
地
域
ぐ
る
み
の

支
援
体
制
の
構
築
を
「
自
主
防
災
組
織
」

の
構
築
と
い
う
形
で
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
避
難
支
援
者
と
の
情
報
共
有
は
個
人

情
報
保
護
法
に
違
反
し
ま
せ
ん
か
。

答
（
住
民
福
祉
課
長
）台
帳
作
成
時
に

了
解
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

問
災
害
時
の
連
絡
体
制
は
ど
う

な
っ
て
ま
す
か
。

答
（
住
民
福
祉
課
長
）現
在
は
、本
人
と

民
生
委
員
に
電
話
を
し
て
い
ま
す

が
、将
来
は
放
送
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
支
援
者
名
簿
に
落
ち
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
（
住
民
福
祉
課
長
）
民
生
委
員
や

福
祉
推
進
員
の
協
力
を
仰
ぎ
、

落
ち
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

問
要
支
援
者
リ
ス
ト
の
更
新
間
隔

は
ど
う
な
っ
て
ま
す
か
。

答
（
住
民
福
祉
課
長
）
概
ね
３
ヵ
月

で
す
。

問
避
難
経
路
策
定
の
元
と
な
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
総
務
課
長
）現
在
、東
日
本
大
震

災
を
受
け
て
津
波
に
関
す
る
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、年
内
を

目
処
に
発
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
大
飯
中
学
校
の
通
学
路
で
県
道
の

万
願
寺
か
ら
三
森
ま
で
の
区
間
は
、

バ
ス
停
に
し
か
防
犯
灯
が
な
く
危
険
で
す
が
。

答
（
教
育
長
）「
通
学
路
促
進
事
業
」

な
ど
の
県
補
助
金
を
活
用
し
、

早
急
に
設
置
を
計
画
し
ま
す
。

■
大
飯
地
域
の
バ
ス
と
鉄
道
と

の
乗
継
連
絡
が
最
悪
で
す

町
長 

事
業
者
か
ら
改
善
に
向
け

前
向
き
な
回
答
を
得
て
い
ま
す

問
バ
ス
と
鉄
道
と
の
連
絡
が
悪
い

た
め
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
な

ど
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
送
迎
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
の
状
況
は
い
つ
に

な
っ
た
ら
変
わ
る
の
で
す
か
。

答
（
総
務
課
長
）
先
月
の
会
議
で
、

事
業
者
か
ら
時
刻
改
善
へ
の
前

向
き
な
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
実
現
に

向
け
、
再
度
申
し
入
れ
ま
す
。

問
大
飯
地
域
の
バ
ス
運
賃
は
名
田

庄
地
域
の
３
倍
と
高
額
で
す
。

　

利
用
促
進
の
た
め
に
、
バ
ス
運
賃
の
改

定
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
。

答
（
町
長
）料
金
体
系
の
見
直
し
な
ど
、

福
祉
バ
ス
と
の
関
係
も
含
め
、全
体

を
見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
非
常
災
害
時
の
情
報
伝
達

方
法
の
改
善
を

町
長 

情
報
発
信
機
能
の
有
効
活

用
な
ど
を
積
極
的
に
充
実
さ
せ
ま
す

問
有
線
放
送
を
聞
け
な
い
２
世
帯

住
宅
者
や
町
外
勤
務
者
へ
の
有

効
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
緊
急
連
絡
欄
を
充
実
し
見
や
す

く
す
る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
学
校
か
ら
保

護
者
へ
の
連
絡
方
法
も
見
直
し
て
は
。

答
（
町
長
）早
期
情
報
収
集
に
努
め
、

音
声
告
知
放
送
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
の
情
報
発
信
機
能
を
充
実
さ
せ
、有
効

活
用
と
、い
ち
早
い
お
知
ら
せ
に
努
め
ま
す
。

■
災
害
時
要
援
護
者
対
策
の
進
捗
状
況
は

町
長 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
支
援
体
制
を
確
立
し
ま
す

■
中
学
校
指
定
通
学
路
に
は
防
犯
灯
が
な
く
、暗
く
て
危
険
で
す

町
長 

子
供
達
の
安
全
安
心
の
た
め
、県
の
補
助
金
を
活
用
し
早
急
に
計
画
し
ま
す

松宮　史知

尾谷　和枝
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問
地
域
交
通
会
議
で
改
善
を
検
討

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
は
。

答
（
町
長
）
朝
夕
の
直
通
便
の
導
入

や
バ
ス
停
新
設
、
時
刻
修
正
、

路
線
の
延
長
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
依
然
と
し
て
利
用
者
の
評
判
が

悪
い
よ
う
で
す
が
。

答
（
町
長
）
一
定
の
利
用
者
の
増
加

は
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
路
線
バ

ス
と
の
競
合
や
所
要
時
間
の
問
題
な
ど
か

ら
、
期
待
し
た
成
果
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。問

お
金
の
無
駄
遣
い
だ
と
言
う
声

も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
。

答
（
町
長
）
改
善
案
を
色
々
検
討
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題

が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
さ
ら
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
不
人
気
な
ま
ま
で
も
、
今
後
も

継
続
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
か
。

答
（
町
長
）
路
線
バ
ス
の
一
本
化
や

※
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
の
導
入
な

ど
、抜
本
的
な
見
直
し
策
を
検
討
し
ま
す
。

問
住
民
の
意
見
を
聞
く
場
も
設
け

た
ら
ど
う
で
す
か
。

答
（
町
長
）
色
々
な
方
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
向
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス

　

利
用
者
の
要
求
に
対
応
し
て
運
行
す
る

形
態
の
バ
ス
で
、
条
件
に
応
じ
て
基
本
路

線
外
の
迂
回
路
線
を
経
由
す
る
迂
回
型

や
、
希
望
乗
車
点
へ
迎
え
に
行
く
形
の
経

路
で
運
行
す
る
エ
リ
ア
型
な
ど
が
あ
る
。

問
町
内
を
地
域
ご
と
に
見
る
と
、

山
間
地
域
で
は
高
齢
化
率
が

33
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
山
間
地
域
や
独
居
の
高
齢
者
に
対

し
て
充
分
な
生
活
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）
町
で
は
、「
お
お
い
町

高
齢
者
福
祉
計
画
」
や
「
第
四
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
い
て
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、災
害
時
や
緊
急
時
へ
の
備
え
は
、

要
援
護
者
の
台
帳
整
備
を
行
い
、
体
制
の

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
支
援
体
制
を

つ
く
る
た
め
「
自
主
防
災
組
織
」
の
結
成

に
向
け
て
区
長
説
明
会
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
（
副
町
長
）
ご
指
摘
の
方
々
に
対
し
て

は
、
外
出
時
の
移
動
手
段
や
買
い
物
支
援

な
ど
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
若
者
出
会
い
交
流
応
援
事

業
の
現
状
は

町
長 

参
加
者
の
意
見
を
聞
き
、

魅
力
あ
る
企
画
に
し
て
い
き
ま
す

問
若
者
出
会
い
交
流
応
援
事
業
の

現
状
は
。

答
（
住
民
福
祉
課
長
）平
成
22
年
度

か
ら
は
、年
２
回
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。今
後
は
、参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
参
考
に
し
て
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
企

画
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ニ
コ
ニ
コ
バ
ス
佐
分
利
川
公
園
線
の
見
直
し
を

町
長 

抜
本
的
に
見
直
す
時
期
に
き
て
い
ま
す

古石　　實

■
住
民
福
祉
の
現
状
と
問
題
点
を
問
う

町
長 「
生
涯
現
役
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
に
高
齢
者
施
策
に
取
り
組
み
ま
す

見直しが必要な「にこにこバス」

貴重な買い物手段となっている
移動販売車

森口　精治
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問
主
要
地
方
道
坂
本
高
浜
線
の
現

在
の
整
備
状
況
は
。

答
（
町
長
）
平
成
15
年
度
か
ら
着
手

さ
れ
た
第
一
期
工
事
２・
３
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
既
に
１
・
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
完
成
し
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

残
り
１
・
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
は
、

平
成
24
年
度
の
完
成
に
向
け
て
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
原
子
力
災
害
時
に
備
え
る
た
め
、

防
災
道
路
の
整
備
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）
大
島
半
島
に
は
、
幹
線

道
路
が
県
道
赤
礁
崎
公
園
線
だ

け
し
か
な
い
た
め
、
地
元
の
不
安
の
声
を

国
や
県
に
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議
会
で

も
、
国
道
27
号
を
主
要
道
路
と
し
て
、
そ

こ
か
ら
発
電
所
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を

多
重
化
す
る
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
も
、
さ
ら
に
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
南
浦
住
宅
地
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
は

町
長 

整
備
に
向
け
準
備
作

業
を
進
め
て
い
ま
す

問
大
島
南
浦
地
係
埋
立
地
の
分
譲
住

宅
用
地
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
建
設
課
長
）
埋
立
経
費
借
入
金

の
償
還
が
本
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
１
万
１
０
０
㎡
を
20
区
画
の

住
宅
用
地
と
し
て
整
備
し
、
分
譲
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
用
地
測
量
や
基
本
計
画
策
定
に

向
け
て
の
準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
、

震
災
で
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
放
射
性
物
質
を
外
部
放
出
す

る
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
原
子
力
行
政
と
包
括
的
な
総

合
防
災
安
全
対
策
は
。

答
（
町
長
）
原
子
力
発
電
事
故
の
知

見
か
ら
、
安
全
対
策
の
徹
底
と

納
得
の
い
く
説
明
を
国
に
対
し
て
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

問
お
お
い
町
地
域
防
災
計
画
の
原

子
力
防
災
編
資
料
の
整
備
は
。

答
（
総
務
課
長
）
年
次
整
備
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
は

国
の
制
度
を
見
極
め
て
的
確
な
方
法
で
処

理
し
ま
す
。

■
今
後
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
対
応
は

町
長 

国
策
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

将
来
を
見
据
え
た
対
応
を
し
ま
す

問
町
の
将
来
を
思
考
し
た
、自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
総
合
的
な
考
え
方
は
。

答
（
副
町
長
）
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
は
、
太
陽
光
や
風
力

な
ど
が
あ
り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
利
用
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

問
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
小
規
模
的

な
発
電
を
思
考
的
に
活
用
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
（
副
町
長
）
小
規
模
発
電
は
、
開

発
途
上
的
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
市
場
を
慎
重
に
見
極
め
対
応

し
ま
す
。

問
太
陽
光
発
電
の
導
入
促
進
事
業
に
、

も
っ
と
積
極
的
な
支
援
を
し
て
は
。

答
（
副
町
長
）
国
の
中
長
期
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
え
、
助
成

制
度
の
拡
充
な
ど
の
必
要
性
を
前
向
き
に

検
討
し
ま
す
。

■
主
要
地
方
道
坂
本
高
浜
線
の
現
在
の
整
備
状
況
は

町
長 

平
成
24
年
度
に
完
成
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す

■
原
子
力
災
害
に
対
す
る
安
全
対
策
は
万
全
か

町
長 

国
が
一
元
的
責
任
を
持
ち
、納
得
で
き
る
安
全
対
策
を
求
め
ま
す

中本　　茂

小川　宗一

住宅用地の整備予定地
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問
老
朽
化
原
発
は
廃
炉
に
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
。

答
（
町
長
）こ
れ
か
ら
も
原
子
力
発

電
所
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見

解
が
示
さ
れ
る
の
な
ら
、再
新
の
技
術
を

投
入
し
た
プ
ラ
ン
ト
に
置
き
換
え
る
こ
と

が
住
民
の
安
心
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

問
町
内
で
行
わ
れ
た
放
射
能
汚
染

調
査
の
結
果
は
。

答
（
教
育
長
）８
月
に
町
内
の
幼
・

小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
空

間
線
量
率
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
す
べ

て
測
定
器
の
検
出
限
界
値
以
下
で
し
た
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

促
進
を

町
長 

助
成
の
拡
充
や
協
議

会
の
創
設
を
検
討
し
ま
す

問
太
陽
光
発
電
の
導
入
を
促
進
す

べ
き
で
は
。

答
（
副
町
長
）本
町
で
は
、１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
９
万
６
千
円
の

補
助
金
で
す
が
、今
後
、助
成
の
拡
充
や
協

議
会
の
立
ち
上
げ
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
相
愛
学
園
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

の
解
体
・
撤
去
は
問
題
で
は

町
長 

施
設
改
修
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
、存
続
は
困
難
で
す

問
建
設
時
に
多
額
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
解
体
・

撤
去
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

答
（
副
町
長
）
学
園
側
か
ら
の
施
設

閉
鎖
の
申
し
出
を
受
け
て
以
来
、

別
用
途
へ
の
転
用
も
含
め
て
、
有
効
活
用

す
る
方
法
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
多

額
の
改
修
費
用
が
必
要
に
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
や
む
を
得
ず
断
念
し
、
解
体
撤
去

後
、
き
の
こ
の
森
の
駐
車
場
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、補
助
金
の
返
還
は
求
め
ま
せ
ん
。

■
老
朽
化
原
発
な
ど
へ
の
対
応
は

町
長 

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
は
、国
民
的
議
論
が
必
要

猿橋　　巧

政
策
立
案
能
力
の
あ
る
議
会
に

県
町
村
議
会
議
長
会
の
伊
藤
参
事

が
講
師
と
な
っ
て
、
地
方
議
会
に
対

す
る
住
民
の
評
価
と
地
方
議
会
の
現

状
、
県
内
各
町
の
議
会
活
動
の
取
り

組
み
な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
住
民
の
地
方
議
会
へ
の
評

価
は
、
日
本
世
論
調
査
会
の
資
料
に

よ
る
と
、現
状
に
不
満
足
が
60
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
議
会
の
活
動
が
住
民
に
伝
わ

ら
な
い
が
53
・
３
％
、行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
が
33
・

２
％
な
ど
と
厳
し
い
評
価
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
住
民
へ
の

議
会
報
告
会
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
、議
会
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上
、

通
年
議
会
の
開
催
な
ど
、
積
極
的
に

活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

本
町
議
会
で
は
、議
会
報
告
会
や

議
会
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
、徐
々

に
活
性
化
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い

ま
す
が
、今
後
は
首
長
と
善
政
競
争

を
し
て
、二
元
代
表
制
の
存
在
意
義

を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
政
の
よ
う
な
与
野
党
関
係
は
存

在
し
な
い
監
視
と
政
策
立
案
の
役
割

を
発
揮
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

県
内
８
町
の
議
会
活
動
の
取
り
組

み
状
況
を
説
明
さ
れ
た
中
で
、
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
る
町

　

お
お
い
町
、
永
平
寺
町

○
一
般
質
問
の
一
問
一
答
方
式
の
採
用

　

お
お
い
町
、
永
平
寺
町
、
高
浜
町

○
議
会
生
中
継
を
し
て
い
る
町

　

お
お
い
町
、
永
平
寺
町
、
池
田
町
、

　

高
浜
町

○
会
議
を
公
開
し
て
い
な
い
町

　

池
田
町
、
越
前
町
、
高
浜
町

○
政
務
調
査
費
を
認
め
て
い
る
町

　

高
浜
町

こ
の
研
修
を
糧
に
、
活
性
化
に
向

け
て
さ
ら
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
議
会
議
員
研
修
会
報
告

﹇
研
修
日
時
﹈
平
成
23
年
７
月
４
日 

﹇
参
加
者
﹈
議
員
14
人

﹇
研
修
場
所
﹈
福
井
県
自
治
会
館
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作
文
は
読
解
作
業
の
逆

本
研
修
は
、
全
国
の
町
村
議
会
か
ら

広
報
委
員
会
関
係
の
議
員
を
集
め
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
２
日
間
で
合
計
４
項
目

に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
最

初
の
演
題
は
「
わ
か
り
や
す
い
文
章
表

現
・
表
記
に
つ
い
て
」、
次
に
「
写
真

に
関
す
る
肖
像
権
、
著
作
権
」、
２
日

目
は
実
際
に
発
行
さ
れ
た
「
議
会
だ
よ

り
」
を
使
っ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
初
日
最
初
の
研
修
で

「
わ
か
り
や
す
い
文
章
表
現
・
表
記
に

つ
い
て
」
と
銘
打
っ
た
武
庫
川
女
子
大

学
の
佐
竹
秀
雄
氏
に
よ
る
講
演
は
次
の

よ
う
に
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
し

た
。「

我
々
が
受
け
た
日
本
の
現
代
国
語

教
育
で
は
、
①
文
章
の
セ
ク
シ
ョ
ン
わ

け
、
②
段
落
ご
と
の
要
約
、
③
全
体
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
作
成
、
④
全
体
の
主
題

類
推
と
い
う
流
れ
の
み
を
学
ん
で
い

る
。
こ
の
た
め
作
文
と
い
う
全
く
逆
の

作
業
を
強
い
ら
れ
る
課
題
に
対
し
て

は
、
誰
し
も
経
験
が
希
薄
で
あ
る
た
め

苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
解
決
策
は
簡
単
で
、
先
の
文
章
解

読
の
全
く
逆
の
作
業
を
段
階
を
追
っ
て

行
え
ば
簡
単
に
文
章
が
で
き
る
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

ま
た
同
時
に
「
起
承
転
結
」
と
い
っ

た
日
本
的
な
理
論
展
開
方
法
の
ほ
か

に
、
欧
米
的
な
「
結
論
が
先
に
き
て
そ

れ
を
支
え
る
事
実
を
列
挙
す
る
」
理
論

展
開
方
法
も
学
習
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
講
義
も
大
変
示
唆
に
富
ん

で
お
り
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ

ら
吸
収
で
き
た
成
果
を
今
後
の
「
議
会

だ
よ
り
」
編
集
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

政
策
提
案
型
の
地
方
議
会
に
な
る

ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
地
方

議
員
連
盟
が
主
催
す
る
「
２
０
１
１
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
」
に
今
回
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
早
稲
田
大
学
の
北
川
正
恭

氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

「
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
地

方
主
権
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
。
今

後
は
、
立
法
権
を
持
つ
地
方
政
府
、
地

域
主
権
が
、
国
と
財
政
面
に
お
い
て
対

等
の
関
係
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
地

方
議
会
が
力
を
持
ち
、
国
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
議
会
改
革
の
次

の
ス
テ
ッ
プ
は
、
提
案
型
の
地
方
議
会

に
な
る
こ
と
で
あ
る
」
と
議
会
の
役
割

の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
神
奈
川
県
議
会
議
員　

菅
原
直
敏
氏
が
「
議
会
改
革
50
の
提

案
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条

例
制
定
後
、
条
例
に
基
づ
く
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
会
派
を

問
わ
ず
勉
強
会
を
実
施
し
て
50
の
提
案

を
し
、
現
在
徐
々
に
具
現
化
を
進
め
て

い
る
現
状
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
改
革
は
、
改
革
で
は
な

く
適
正
化
で
あ
る
。
自
立
で
き
な
い
議

会
に
行
政
へ
の
政
策
提
言
は
困
難
で
あ

る
と
述
べ
ら
れ
た
の
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

ま
た
、
み
ず
ほ
情
報
総
研
の
藤
森
克

彦
氏
は
、
社
会
保
障
で
は
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
日
本
社
会
の
底
が
割
れ
て
き

た
。
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
や
社
会
保

障
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
と
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

大
変
勉
強
に
な
る
研
修
を
受
け
て
、

今
後
、
任
期
中
に
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

政
策
提
案
型
の
議
会
に
な
る
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

町
村
議
会
広
報
研
修
報
告

﹇
研
修
日
時
﹈
平
成
23
年
５
月
12
日 

﹇
参
加
者
﹈
議
員
６
人

﹇
研
修
場
所
﹈
東
京
都 

砂
防
会
館 

別
館

総
務
常
任
委
員
会
研
修
視
察
報
告

﹇
研
修
日
時
﹈
平
成
23
年
７
月
31
日
・
８
月
１
日

﹇
研
修
場
所
﹈
東
京
都 

毎
日
ホ
ー
ル 

﹇
参
加
者
﹈
委
員
８
人

佐竹氏による文書
表現・表記の講演

北川氏の基調講演
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　建設予定地が若狭町海士坂に決定し、平成
21年度に基本計画が策定されています。
　平成22年度では、用地取得・造成や実施
設計が行われます。

用地が決定し建設準備
を開始

1年前の
一般質問

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後、どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成22年9月定例会からピックアップしました。

処理施設の完成予想図

高浜町内に設置されている研究用太陽光パネル

　平成23年度では、建物や焼却炉、外構
整備の工事が発注され、着手されました。
　なお、供用開始の時期は、平成24年4月
頃が予定されています。

建設工事が着手されました

　若狭町で平成23年度供用開始に向け建
設が計画されている有害鳥獣処理施設の進
捗状況は。 （松井　榮治 議員）

有害鳥獣処理施設整備
の進捗状況は

副町長答弁

どうなった?

　小規模太陽光発電所などの建設に向けた
調査研究を行い、真の「エネルギーの町」
を目指してはどうですか。

（猿橋　巧 議員）

自然エネルギーの
利用促進を

　関西電力が商業用大規模太陽光発電設備
を若狭地方に設置するとの提案があり、本
町で整備されるよう、誘致活動を進めます。

誘致活動を進めます

　「エネルギー研究開発拠点化計画」に基づ
く大規模太陽光発電所の整備計画が、本町
を適地として、基本研究や概要・詳細設計の
段階に入りました。

メガソーラーの整備を計画

どうなった?

町長答弁

No.23おおい町議会だより1 1

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
？



小学生のバレーボール教室として創部24年。以前は、
人数が多く強いチームを目指した時期もあった
そうですが、今は、バレーボールが大好きな団

員5人が、週に2回元気にボールを追いかけています。
「自分に負けない」をモットーに、体力・精神力とともに
頑張る力をつけることや、あいさつ・礼儀を大切にするこ
となど、競技だけにとどまらない指導をされています。
今年の夏は、合宿を兼ねてゲンキー杯県大会決勝戦を見

学したそうです。夜はバレー勉強会で盛り上がり、帰りに
水族館へ寄って「楽しかった! チームワークはバッチリで
す!」とニッコリ。また、夏休みに開催したバレーボール教
室では、30人も集まり大盛況だったそうです。
監督の今の悩みは、「何とか部員が増えて、試合で勝つ喜

びも教えてあげたい」とのこと。団員大募集中だそうです!!
 保護者のお話
「体力がつき、目に見えて運動能力も上がり、驚いていま
す。精神的にも強くなってきました。指導者が愛情をもっ
て厳しく指導してくださるので信頼しています」
 団員のお話
「練習大好き！ 中学校へ行ってもバレーボールを続けま
す。全日本の栗原恵さんみたいにもっともっと上手になり
たい!」
この日も体育館には子供達の元気な声が響いていました。
みんなガンバレ～ !! （尾谷  記）

千穂さんが、8年前に開いたトールペイント教室は、
いつもにぎやかな笑い声で溢れています。
「トールペイント」とは、ヨーロッパで生まれ
た装飾技法で、木やブリキ、ガラス、陶器、布などのあら
ゆる素材に絵を描き装飾するものです。
色が豊富で扱いやすいアクリル絵の具を使うので、親し

みやすく上手に描けるため、インテリア装飾として人気が
あります。
作品の種類には、壁飾りや表札、盆、食器、ポット、
椅子、収納ケース、バッグ、エプロン、傘などがあり、
2時間位でできるものから、手の込んだ大作まで様々
です。
メンバーの方に、どんな作品を作っているのか聞
いてみたところ、「子供に兜（カブト）やお雛様、クリスマス、
ハロウィンの絵の節句飾りを」、「学校からのお便り入れやＣ
Ｄケースを可愛くペイント」、「家族に四季折々の花を描いた
木椅子を」、「娘の嫁入りに持たせる洋裁箱を」など、「子供
の喜ぶ顔が見たい」と皆さんそれぞれに思いを込めて製作し
ておられます。中には1年越しの作品もあるとか。きっと家
族を思う愛情が作品になっているのですね。
メンバーは約20人。子育て真っ最中の方が多く、全員揃
うことはありませんが「無理せず長続きしているし、来ると
楽しい。喋ってばっかりなんやけどね」と次々変わる話題に
口と耳も大活躍しながら、しっかりペイントの指導と作品

の手も進んでいく聖徳
太子ばりの器用さにも
拍手!の楽しい時間でし
た。 （尾谷  記）

ト ールペイントに愛を込めて

大 好き!!  バレーボール

　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は12月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111 内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

平
成
23
年
第
７
回
議
会
定
例
会

が
終
了
し
、
議
会
だ
よ
り
23
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
例
会
は
９
月
７
日
か
ら
27
日

ま
で
の
21
日
間
で
、
15
件
の
議
案

や
１
件
の
認
定
、
３
件
の
陳
情
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
９
人
の
議
員
が

質
問
し
、
各
委
員
会
に
お
い
て
も

熱
心
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

経
過
を
詳
細
に
お
知
ら
せ
し
た
い

の
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
本

誌
と
な
っ
た
こ
と
を
お
許
し
く
だ

さ
い
。議
会
基
本
条
例
に
沿
っ
て
、

議
会
が
活
性
化
に
努
め
て
い
る
こ

と
を
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
台
風
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
自
然
の
猛

威
に
は
、
現
代
の
科
学
を
も
っ
て

し
て
も
無
力
で
あ
る
現
実
を
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
善
の
方
法
は
、
平
常
時
に
十

分
な
備
え
に
努
め
る
こ
と
と
、
非

常
時
に
は
適
切
な
対
応
を
と
る
こ

と
に
尽
き
る
と
言
え
ま
す
。
今
年

の
災
害
を
教
訓
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
が
地
域
活
性
の
一

助
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
編
集
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
森
口
）

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：12月9日から22日まで（14日間）
本会議：9日（議案提案理由説明）、20日（一般質問）、22日（採決）
委員会：総務・産業建設常任委員会（13日）、予算決算常任委員会（9日）

12月定例会
の予定

Chi-House（チイハウス） 代表　渡邉 千穂 さん

本郷バレーボールスポーツ少年団 監督　足立 信二 さん

小学学生生
人

は、は、は、は、は、は、は、は、ははは、はははははは

どのどのどのどのどのどのどのどのどのどどのどのどののあらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあらあああらあらあららあ

のででのでででででででで、親、親、親、親親親、親親親親親親親ししししししし
て人て人て人てて人てててて 気が気が気が気が気が気が気が気が

ト、ト、ト、ト、ト、
りりりり、、、、
々々

聞

本郷バ
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